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2020 年 11 月 26 日 
 

学校法人 慶 應 義 塾 
学校法人 東京歯科大学 

 
学校法人慶應義塾と学校法人東京歯科大学 

東京歯科大学の歯学部の慶應義塾大学への統合および法人の合併について協議開始 
 

学校法人慶應義塾（東京都港区、塾長（理事長兼学長）長谷山彰 以下、慶應義塾）は、学校

法人東京歯科大学（東京都千代田区、理事長・学長 井出吉信 以下、東京歯科大学）からの申

し入れを受け、歯学部統合および法人の合併の協議を開始します。 
 
１．経緯 
 東京歯科大学は、創立以来 130 年にわたり、歯科医師としての知識や技術だけでなく、幅広い

教養を身に付けた良識ある歯科医師養成を目標に、リベラルアーツを学ぶことを重視してきました。

東京歯科大学は、こうした人材育成のさらなる高みを目指し、10 学部を擁する総合大学であり、

歴史的関係の深い慶應義塾大学との合併の可能性について検討してきました。その結果、このたび

機関決定を経て 2020 年 11 月 6 日に慶應義塾に対し歯学部の慶應義塾大学への統合および法人の

合併の申し入れを行いました。 
これを受けて慶應義塾は、2020 年 11 月 26 日の評議員会において、歯学部の慶應義塾大学への

統合および法人の合併について協議を開始することを決定いたしました。 
これにより、第一に、医歯連携、医理工連携の強化・発展、さらには、慶應義塾が有する先端的

なテクノロジーの歯学への応用などによって、総合大学としての研究力・教育力が一段と向上しま

す。第二に、慶應義塾は日本の総合大学として初めて、医学部、看護医療学部、薬学部、歯学部の

医療系 4 学部を擁することになり、より学際的な研究・教育の推進によって、健康長寿社会の実現

に大きく貢献することができます。第三に、慶應義塾の一貫教育校の生徒にとっても、大学におい

て学びうる専門領域が増加し、進路の選択肢も広がります。 
慶應義塾大学は歯学部が加わり 11 学部となることで、より多様な人材を輩出し、総合大学とし

て社会への貢献を続けます。 
 
２．今後の進め方 

今後、慶應義塾と東京歯科大学は、双方の歴史と現状を尊重し、今回の統合により双方に不利益

が生じないよう、特に学生が最大の受益者であるように、十分考慮を重ねて、2023 年 4 月を目途

に歯学部の統合と法人の合併に関して協議を行ってまいります。 
 

３．慶應義塾と東京歯科大学のゆかり 
東京歯科大学創設者高山紀齋は、1870 年慶應義塾に入塾し、1890 年に現在の慶應義塾三田キャ

ンパスにほど近い芝区 伊
い

皿子
さ ら ご

坂
さ か

上（現港区三田四丁目）に高山歯科医学院（現在の東京歯科大学）

を開校しました。同大学の建学者である血脇守之助は、1889 年慶應義塾を卒業後、1893 年高山歯

科医学院に入学、歯科医師資格を取得しました。そして、1900 年に高山歯科医学院を引き継ぎ、

東京歯科医学院を設立しています。 
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４．慶應義塾の概要 

（１） 法人本部所在地 東京都港区三田二丁目 15 番 45 号 
（２） 代表者 理事長 長谷山 彰 
（３） 沿革 
    1858 年 福澤諭吉、蘭学塾を創始 
    1863 年 英学塾に転向 
 1868 年 慶應義塾と命名 
 1874 年 幼稚舎発足 
 1890 年 大学部発足 
 1898 年 一貫教育制度を樹立 
 1906 年 大学院設置 
 1917 年 大学部に医学科を開設 
 1934 年 日吉キャンパス開設 
 1944 年 藤原工業大学が寄付され 

工学部となる 
1957 年 商学部の開設 
1962 年 ビジネス・スクール設立 
1981 年 工学部を理工学部に改組 

1990 年 湘南藤沢キャンパス（SFC）に 
総合政策学部と環境情報学部開設 

1992 年 湘南藤沢中等部・高等部開校 
1994 年 大学院政策・メディア研究科の開設 
2001 年 看護医療学部の開設 
2004 年 大学院法務研究科（法科大学院）の開設 
2005 年 大学院健康マネジメント研究科の開設 
2008 年  学校法人共立薬科大学との合併により

薬学部および大学院薬学研究科を開設 
大学院システムデザイン・マネジメント

研究科、大学院メディアデザイン研究科

の開設 
2013 年 横浜初等部開校

 
（４）規模 

(ア) 学生数（大学院）（2020 年 5 月 1 日現在） 
研究科 課程 学生数 課程 学生数 

文学研究科 修士 147 博士 92 
経済学研究科 修士 78 博士 42 
法学研究科 修士 124 博士 63 
社会学研究科 修士 57 博士 45 
商学研究科 修士 38 博士 14 
医学研究科 修士 26 博士 414 
理工学研究科 修士 1,374 博士 293 
経営管理研究科 修士 268 博士 1 
政策・メディア研究科 修士 312 博士 195 
健康マネジメント研究科 修士 91 博士 43 
システムデザイン・マネジメント研究科  修士 139 博士 65 
メディアデザイン研究科  修士 185 博士 65 
薬学研究科 修士 96 博士 71 
合 計 修士 2,935 博士 1,403 

 
(イ) 学生数（大学院 専門職学位課程）（2020 年 5 月 1 日現在） 

研究科 学生数 
法務研究科  365 
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(ウ) 学生数（学部・除く通信教育課程） 

（2020 年 5 月 1 日現在） 
学 部 学生数 

文学部 3,552 
経済学部 5,268 
法学部 5,299 
商学部 4,417 
医学部 681 
理工学部 3,939 
総合政策学部 1,980 
環境情報学部 2,007 
看護医療学部 433 
薬学部 1,157 

合 計 28,733 

 
(エ) 生徒・児童数 

（2020 年 5 月 1 日現在） 
学 校 生徒・児童数 

高等学校 2,209 
志木高等学校 754 
女子高等学校 611 
湘南藤沢高等部 718 
普通部 707 
中等部 758 
湘南藤沢中等部 595 
幼稚舎 855 
横浜初等部 632 
ニューヨーク学院(高等部) 321 

合 計 8,160 
 
(オ) 教職員数（2020 年 3 月 1 日現在。常勤者。有期契約を含む。） 

   教員 3,140 名（教授 830 名、准教授 384 名、講師 367 名、その他 1,138 名、一貫教育校教諭 421 名） 
   職員 2,981 名（大学 1,093 名、一貫教育校 111 名、大学病院 1,777 名） 
 
（５）塾員数（2020 年 7 月 1 日現在。大学卒業生等。） 386,818 名 
 
（６）キャンパス等 

三田キャンパス、日吉キャンパス、矢上キャンパス、信濃町キャンパス、湘南藤沢キャンパス、 
芝共立キャンパス 
その他タウンキャンパス：新川崎タウンキャンパス、殿町タウンキャンパス、鶴岡タウンキャンパス 

浦和共立キャンパス、慶應大阪シティキャンパス、慶應丸の内シティキャンパス  
病院：慶應義塾大学病院  
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５．東京歯科大学の概要 
（１）法人所在地 東京都千代田区神田三崎町二丁目 9 番 18 号 
（２）代表者 理事長 井出 吉信 
（３）沿革  

1890 年 高山紀齋が芝区伊皿子坂上（現港区三田四丁目）に高山歯科医学院を開校 
1900 年 高山歯科医学院を東京歯科医学院に改称、血脇守之助が学院長に就任 
1901 年 東京歯科医学院の校舎を神田三崎町に移転 

1946 年  東京歯科大学（旧制）認可 

1946 年  東京歯科大学市川病院設置認可 

1958 年  東京歯科大学 大学院歯学研究科(博士課程)設置認可 

1981 年  東京歯科大学千葉校舎開校、東京歯科大学千葉病院開院 

2013 年 東京歯科大学水道橋校舎開校 

2017 年 東京歯科大学短期大学開学 

2018 年 東京歯科大学千葉歯科医療センター開設 

（４）規模 
(ア) 学生数（2020 年 5 月 1 日現在） 

区分 学生数 
大学院歯学研究科博士課程 150 
歯学部 836 
短期大学 153 

 
(イ) 教職員数（2020 年 5 月 1 日現在、常勤者。有期契約を含む。） 

教員数 314 名（教授 55 名、准教授 34 名、講師 74 名、助教 130 名、その他 21 名） 
職員数 1,078 名（事務職員 169 名、医療職員 886 名、技術職員 4 名、労務職員 19 名） 

（５）卒業者数（累計）15,490 名（高山歯科医学院以来累計 15,781 名） 

（６）キャンパス等 
水道橋キャンパス、市川キャンパス、千葉キャンパス 
病院等：水道橋病院、市川総合病院、千葉歯科医療センター 

 
 
 
 
＊本資料は文部科学記者会、新聞各紙社会部・教育部等に送信しております。 

＊ご取材に際しては、事前に下記までご一報下さいますようお願い申し上げます。 

【本発表資料のお問い合わせ先】 

慶應義塾 広報室（担当：並木 澤野） 
TEL：03-5427-1541 FAX：03-5441-7640 
Email：m-pr@adst.keio.ac.jp     https://www.keio.ac.jp/ 
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